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俳句１雪花や　輝いて降る　手で溶ける 
説明 雪花が降っている時に、手で掴もうとしたけど、手の中で解けてしまいました。 
 
俳句２日焼け止め　夏の思い出　その香り 
説明 私の夏の思い出は日焼け止めの香りです。 
 
俳句３ひらひらと　舞い落ちている　桜かな 
説明 桜の花弁が風にひらひらと舞い落ちているというイメージです。 


